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はじめに
東京都八王子市廿里町の森林総合研究所多摩森林科学
園 （以下「科学園」と略記） は、総面積 56.1 haで、その
大部分は樹林に覆われている。この園内の昆虫相に関す
る報告は、粘管目 （Niijima 1971）、半翅目カイガラムシ
類 （河合 1973）、原尾目 （Imadate 1974）、甲虫目の一部 
（岩田ら 1991, 1993, 松本ら 2014）、鱗翅目チョウ類 （松本 

2006）、双翅目 （松本ら 2007）、蜻蛉目 （松本 2009）、膜翅
目の一部（Matsumoto and Makino 2011）、広義の直翅類（ガ
ロアムシ目、革翅目、ナナフシ目、カマキリ目、ゴキブ
リ目、等翅目、直翅目 ; 松本ら 2019）などの分類群に関
するものが公表されているが、長翅目についてはこれま
で報告がない。本報ではこれまでに科学園で確認された
長翅目の目録を報告するとともに、標本採集記録と 2017
年に実施したトランセクト調査の結果に基づき、長翅目
の季節消長について報告する。
日本の長翅目は森林性の昆虫であり、成虫は林縁・林
内の道沿いに多く、幼虫は土壌中に生息する。幼虫は捕
食性、成虫も捕食性であるが、シリアゲムシ類の成虫は
やや雑食的で鳥の糞、ミミズなどの死体、植物の果実な
ども食べることがある （宮本 1993）。成虫は植物上に静止
していることが多く、飛翔は前後翅を個別に動かすため
低速で、一度に飛ぶ距離は短い。このため環境の変化に

対応して生息場所間移動する能力は乏しく、環境指標性
が高い昆虫類ではないかと考えられる。
国内の長翅目にはヤマトシリアゲ Panorpa japonica 

Thunberg のように年 2化する種もあるが、多くは年 1化
であり（宮本 , 1993）、概ね初夏に多く出現するが、出現
期は種によって多少異なるように見受けられる。しかし
長翅目昆虫の季節性に関する調査はこれまであまり行わ
れたことがない。そこで、本報では各種の季節消長も比
較検討する。

調査地と方法
科学園の樹林は、試験林 （39.8 ha）、樹木園 （6.9 ha） 

およびサクラ類の系統保存を目的としたサクラ保存
林 （8.0 ha） に区分される。試験林はさらに人工林と天
然林 （二次林） に区分される （Fig. 1）。人工林の比較
的植栽面積が大きい樹種にはイチョウ （Ginkgo biloba 
L.）、スギ （Cryptomeria japonica (L.f.) D. Don）、ヒノキ 
（Chamaecyparis obtusa (Sieb. et Zucc.) Endliecher）、 テ ー
ダマツ （Pinus taeda L.）、ケヤキ （Zelkova serrata (Thunb.) 
Makino）、クヌギ （Quercus acutissima Carruthers）、コナラ 
（Q. serrata Murray）、シラカシ （Q. myrsinaefolia Blume）
などがあり、その他多くの樹種の小規模林分がある。こ
れらは大部分が高齢林で林冠の鬱閉度が高く、低木層
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に耐陰性のアオキ （Aucuba japonica Thunb.）、ヒサカ
キ （Eurya japonica Thunb.）、 ツ バ キ （Camellia japonica 
L.） などの常緑低木やアラカシ （Q. glauca Thunb.） の幼
樹が多い。天然林の高木層・亜高木層にはモミ（Abies 
filma Sieb. et Zucc.）、アラカシ、スダジイ（Castanopsis 
sieboldii (Makino) Hatus. ex T. Yamaz. et Mashiba subsp. 
sieboldii）等の優占樹種に混じってカヤ （Torreya nucifera 
Sieb. et Zucc.）、 ウ ラ ジ ロ ガ シ （Q. salicina Oerst. var. 
stenophylla Honda）、コナラ、ケヤキ、エノキ （Celtis 
sinensis Persoon）、ヤマザクラ （Prunus jamasakura Sieb. ex 
Koidzumi）、イイギリ （Idesia polycarpa Maxim.）、ミズキ 
（Cornus controversa Hemsley）、カラスザンショウ （Fagara 
ailanthoides (Sieb. et Zucc.) Engl.）などが点在している。
大径木が多く、林冠は鬱閉している。サクラ保存林は疎
林的で明るく、除草されているため低木層は発達せず、
草本類が密生している。樹木園は樹種や植栽密度により
状況が異なり、概して大径木が多く被陰されて草本層の
発達が悪いが、明るく草本類が多い所も混在する。この
ほかに苗畑 （0.4 ha） があり、高木がほとんどない開放的
な空間となっている。
科学園の構内で 1989年から 1991年まで、および 2000

年から 2017年までの期間に筆者の採集により得られた標
本に基づき生息種の目録を作成した。採集地名 （東京都
八王子市廿里町　森林総合研究所多摩森林科学園）、採集
者名 （松本和馬） は全ての標本で同一であるので省略し、
個体数、性別、採集年月日のみを示した。同定には主に
中村 （2000, 2019）を参照し、和名と学名および分類体系
は中村 （2016） に従った。採集標本は科学園に保存されて
いる。
採集年に関わらず標本が採集された日付を各月の前半 

（1日～ 15日） と後半 （16日～末日） に分け、半月ごと
の採集個体数を種ごとに集計し、標本データに基づいた
季節消長を検討した。また、2017年には Fig. 1 に示した
固定ルートを 4月から 10月まで晴天ないし薄曇りの日
に歩いてトランセクト調査を行い、種ごとの相対的個体
数と季節消長を検討した。調査日は、4月 10日、4月 25
日、5 月 8 日、5 月 21 日、6 月 6 日、6 月 19 日、6 月 27
日、7月 11日、7月 22日、8月 6日、8月 18日、8月 26
日、9月 9日、9月 25日、10月 1日、10月 23日である。
ルート沿いの左右の目測約 2 m 以内に静止中か驚いて飛
び立った長翅目昆虫を目視により同定した。飛び立った
個体は通常すぐに静止するため同定に支障はなかったが、
目視同定が困難な場合は採集して同定した。季節型のあ
るヤマトシリアゲは春型 （第 1化） と夏型 （第 2化） を区
別して記録した。

結果
（1） 採集標本目録

Mecoptera　長翅目
1. Panorpidae　シリアゲムシ科
1.1.  Panorpa fulvicaudaria Miyake, 1913　 キ シ タ ト ゲ シ

リアゲ
1♂ , 14 iv 2001; 1♂ , 22 iv 2001; 1♀ , 2 v 2001; 1♂ , 16 
iv 2002; 1♀ , 10 iv 2003; 1♂ , 22 iv 2003; 1♀ , 5 v 2003; 1
♂ 1♀ , 9 v 2003; 1♀ , 21 v 2003; 1♀ , 10 iv 2017.

1.2 Panorpa japonica Thunberg, 1784　ヤマトシリアゲ
春 型：1 ♂ , 9 v 1990; 1 ♀ , 23 v 1990; 1 ♂ , 1 v 2001; 1
♂ , 12 v 2001; 2♂♂ , 25 v 2002; 1♂ , 30 v 2002; 1♀ , 4 
vi 2002; 1♂ , 17 v 2003; 3♂♂ 1♀ , 21 v 2003; 1♂ , 2 v 
2016; 1♂ 1♀ , 3 v 2016; 1♀ , 19 vi 2017．
夏 型 : 1 ♂ , 12 ix 1990; 1 ♀ , 17 viii 2000; 1 ♂ , 31 viii 
2000; 1♀ , 6 x 2000; 2♀♀ , 14 ix 2001; 1♂ , 26 ix 2001; 1
♂ , 16 ix 2003; 1♀ , 13 ix 2016; 1♀ , 1 x 2017; 1♀ , 23 x 
2017.

1.3.  Panorpa wormaldi MacLachlan, 1875　キアシシリア
ゲ

1♀ , 9 v 1990; 2♀♀ , 22 v 1990; 1♂ , 24 v 2000; 1♀ , 18 
v 2001; 1♂ 1♀ , 16 iv 2002; 2♀♀ , 23 iv 2002; 1♀ , 28 iv 
2003; 1♂ , 1 vi 2006; 1♀ , 3 v 2016.

2. Bittacidae　ガガンボモドキ科
2.1.  Bittacus nipponicus Navás, 1909　ヤマトガガンボモ

ドキ
1♀ , 15 vi 2000; 1♂ , 11 vii 2000; 1♀ , 19 vii 2001; 1♀ , 
30 vii 2001; 1♂ , 10 vi 2002; 1♂ , 11 vi 2002; 1♂ , 20 vi 
2002; 1 ♂ 1 ♀ , 23 vi 2002; 1 ♀ , 24 vi 2002; 1 ♀ , 29 vi 
2002; 1♀ , 19 vi 2003; 1♂ , 18 vii 2003; 1♂ , 17 vi 2004; 1
♂ , 10 vi 2005; 1♂ , 26 vi 2016; 1♀ , 10 vii 2016; 2♀♀ , 

Fig. 1． 森林総合研究所多摩森林科学園の森林タイプおよ
びトランセクト調査ルートを示した概況図。

Fig. 2． Map of the Tama Forest Science Garden, the Forestry 
and Forest Products Research Institute, showing 
forest types and route of the survey transect.
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19 vi 2017; 1♂ , 11 vii 2017; 1♀ , 22 vii 2017.

2.2.  Bittacus takaoensis Miyake, 1913　クロヒメガガンボ
モドキ

1♀ , 12 v 2000; 1♀ , 18 v 2011; 1♀ , 3 v 2016; 1♂ 1♀ , 
4 v 2016; 2♂♂ 2♀♀ , 7 v 2017; 1♂ , 9 v 2017; 1♀ , 21 v 
2017.

　以上、長翅目 2科 5種が採集標本によって確認された。
 

（2） 季節消長
標本が採集された日付に基づき、半月ごとの個体数を
種ごとに集計した結果を Fig. 2 に示す。ただし、トラン
セクト調査に際して採集した個体は除いてある。トラン
セクト調査により調査日ごとに確認された個体数を種ご
とに集計した結果を Fig. 3に示す。採集日付データおよ
びトランセクト調査データは概ね同様の結果を示し、年
1化の 4種では、キシタトゲシリアゲ、キアシシリアゲ、
クロヒメガガンボモドキの出現期は比較的早く、特にキ
シタトゲシリアゲは 4月前半からオスが記録され、オス・
メスともに観察されたのは 5月までであった。クロヒメ
ガガンボモドキは標本の採集日付においてもトランセク
ト調査での目撃日付においても 5月のみに記録され、し
かもほとんどの個体が 5月前半に記録され、出現期間が
ごく短く斉一的に発生することが示された。一方、ヤマ
トガガンボモドキの出現期はやや遅く 6月前半から 7月
後半まで続き、クロヒメガガンボモドキのように短期間
に限られることはなかった。年 2化のヤマトシリアゲで

は第 1化（春型）が 5月前半から 6月後半、第 2化（夏型）
が 8月後半から 10月後半に出現するものと見られた。

（3） 個体数
トランセクト調査で記録された個体数 （Table 1） はヤマ
トシリアゲが最も多く年間合計で 34個体が記録された。
本種は年 2化するため、個体数を第 1化と第 2化に分け
て世代当たり個体数を集計すると、それぞれ 24個体、10
個体であった。キシタトゲシリアゲはやや個体数が少な
く、キアシシリアゲは 5月 8日に１♀が目撃されたのみで、
個体数は最も少なかった。
ガガンボモドキ科の 2種も個体数は比較的多く、特に
クロヒメガガンボモドキは年間個体数がヤマトシリアゲ
に次いで多かった。本種は 2011年以前は２個体が得られ
ていたのみであり、当初は稀な種だと思われたが、2016

Fig. 2． 採集年に関わらず森林総合研究所多摩森林科学園
でこれまでに得られた標本数を種ごと・半月ごと
に集計して描いた長翅目各種の季節消長曲線。

Fig. 2．  Seasonal relative abundance curve for each 
mecopteran species based on the number of 
specimens collected every half month, irrespective 
of the collection year, in the Tama Forest Science 
Garden, the Forestry and Forest Products Research 
Institute.

Table 1.  2017年に森林総合研究所多摩森林科学園で実施し
たトランセクト調査で記録された長翅目各種の個
体数．

Table 1.  Number of individuals of each mecopteran species 
recorded in the transect census conducted in the 
Tama Forest Science Garden, the Forestry and 
Forest Products Research Institute, in 2017.

種名 Species オス Male メス Female 合計 Total
Panorpa fulvicaudaria 3 5 8
Panorpa japonica
1st brood 10 14 24

Panorpa japonica
2nd brood 4 6 10

Panorpa wormaldi 0 1 1
Bittacus nipponicus 3 3 6
Bittacus takaoensis 8 4 12

Fig. 3． 森林総合研究所多摩森林科学園で 2017年のトラン
セクト調査により各調査日に記録された個体数に
基づいて描いた長翅目各種の季節消長曲線。

Fig. 2． Seasonal relative abundance curve for each 
mecopteran species based on the number of 
individuals recorded on each census day in 2017 in 
the Tama Forest Science Garden, the Forestry and 
Forest Products Research Institute.
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年に 5月上旬に集中的に発生することがわかってからは
比較的容易に発見されるようになり採集個体数が増えた。

考察
東京都環境局自然環境部 （2010） は、東京都の生物の
レッドデータブックを作成しているが、長翅目昆虫は検
討対象となっていない。これは東京都における長翅目昆
虫の生息情報が乏しいことによっていると思われる。隣
県では埼玉県と千葉県のレッドデータブックに長翅目が
取り上げられている。「埼玉県レッドデータブック」 （埼
玉県環境部みどり自然課 2018）では 13種の長翅目昆虫
がレッドデータ種に取り上げられていて、科学園に生息
する種ではヤマトガガンボモドキを絶滅危惧Ⅱ類 （VU） 
としている。また、千葉県の「改訂版 千葉県レッドリス
ト （動物編）」 （千葉県環境生活部自然保護課 2006） には 5
種の長翅目昆虫がレッドデータ種に取り上げられ、科学
園に生息する種ではキシタトゲシリアゲを重要保護生物 
（B）、ヤマトシリアゲを一般保護生物 （D）、ヤマトガガン
ボモドキを要保護生物 （C） に指定している。牧林 （1992） 
は埼玉県のシリアゲムシ類の分布記録をまとめた上で、
同県東部の開発の進んだ地域ではヤマトシリアゲのよう
な普通種であっても記録が無く、このことはシリアゲム
シ類がいわゆる「自然が残っている」環境でないと生息
できないことを意味していると考察している。東京都の
区部での長翅目の記録を渉猟した木村 （2006） は世田谷区
における 1932年または 1933年および 1952年のヤマトシ
リアゲの記録を挙げているが、その後区部から長翅目昆
虫が記録されたことはないようである。ただし港区の国
立科学博物館附属自然教育園ではヤマトシリアゲ、ヤマ
トガガンボモドキ、クロヒメガガンボモドキの 3種の記
録があるが （国立科学博物館 2008）、種名のみ挙げられて
いるだけで、いつ確認されたものかはわからない。東京
都の区部において長翅目の過去の記録がわずかに残って
いることと近年の記録がないことは、埼玉県の場合と同
様、開発の進んだ地域で絶滅が広く起こった結果であろ
う。翻って、科学園に長翅目昆虫が 5種も生息している
ことは東京都の低標高の緑地としては稀有な事例であり、
科学園の森林の生物多様性保全上の価値が高いことを示
していると考えられる。また、東京都にも隣県でレッド
データ種に指定されている長翅目の種が生息しているこ
とから、都内でこれらを含めた長翅目昆虫の生息状況調
査を実施するとともに、今後の東京都のレッドデータブッ
クの改訂においては長翅目も対象として考慮すべきであ
ろう。
クロヒメガガンボモドキは Miyake （1913） によって科
学園にごく近い高尾山（科学園の中央から高尾山山頂ま
で約 3 km）で採集された 2個体のメスに基づいて記載
されたが、本種の東京都および周辺地域における生息に
関しては疑議が表明されたこともある。すなわち、大貝 
（2002） は、「原記載地である高尾山とその周辺諸県では

本種の記録が全くない」と指摘し、さらに「はたして本
当に東京の高尾山に本種が生息していたのであろうか」
と述べている。しかし、本種とされる記録は東京都では
種名のみではあるが上記自然教育園の記録があることか
ら、過去には平地に広く生息していた可能性もある。ま
た隣県では、調査が進んでいると考えられる埼玉県・千
葉県ではクロヒメガガンボモドキは未記録であり、神奈
川県では比較的最近になって旧津久井町鳥屋早戸川林
道 （現相模原市 ; 脇 2004） と南足柄市矢倉沢金時山 （佐藤 
2010） から記録されたのみである。
科学園では上記の通りクロヒメガガンボモドキは多数
採集・目撃されている。トランセクト調査では個体数が
ヤマトシリアゲについで多く、1化性種の中では記録さ
れた 4種のうちでもっとも個体数が多かった。おそらく
原記載以来本種が長らく再発見されなかったのは、出現
期が 5月上旬の短期間に限られているためであろう。な
お、本種は青森県・福島県・栃木県北部・新潟県・富山県・
長野県北部等に比較的記録が多く、6・7月を中心に記録
されていて、出現期が早い、あるいは短いという指摘は
これまでない （宮本 1979, 市田・中村 1991, 鈴木 1995, 中
村 2000, 大貝 2002, 塘 2010）。これはこれらの寒冷地では
発生が遅く、標高や地形により雪解け時期が異なること
により地域全体としては成虫の出現が短期間に集中しな
いという条件があるためであろう。関東地方南部では 5
月上旬、またもし分布するとすれば東海地方や西日本で
は 4月下旬から注意して探索すれば今後発見される可能
性もあるのではないかと考えられる。
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Mecopteran insects and their seasonal abundance patterns 
in Tama Forest Science Garden, 

Forestry and Forest Products Research Institute

Kazuma MATSUMOTO1)*

Abstract
Five species of Mecoptera (three species of Panorpidae and two species of Bittacidae) were recorded in the 

Tama Forest Science Garden, the Forestry and Forest Products Research Institute, Hachioji City, Tokyo Metropolis, 
Japan. Seasonal abundance parterns of these species were studied by examining the collection dates for specimens 
preserved and also by conducting a series of transect counts from April through October in 2017. Univoltine species 
varied in their phenology: Panorpa fulvicaudaria Miyake and P. wormaldi MacLachlan appeared from April to 
May, Bittacus takaoensis Miyake almost only in early May, whereas B. nipponicus Navás appeared from June to 
July. Bivoltine Panorpa japonica Thunberg appeared in May and June in a first brood and from late August to 
October in a second brood. The very short appearance period of B. takaoensis could be the reason why the species 
has never been found in or around its type locality, Mt. Takao, since the original description in 1913. The first 
brood of P. japonica was the most abundant on the basis of counts per generation made by the transect census, B. 
takaoensis was the next, whereas P. wormaldi was the least abundant. Tama Forest Science Garden has a relatively 
rich mecopteran fauna as a low elevation area in the Tokyo Metropolis, reflecting its stable forest environment.

Key words :  insect fauna, Mecoptera, Tama Forest Science Garden, Hachioji City, Tokyo Metropolis
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